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き
ま
し
た
。 

続
い
て
来
賓
の
方
々
の
紹
介
の

後
、
本
年
度
の
議
事
に
移
り
、
平

成
二
十
七
年
度
の
事
業
報
告
や
会

計
報
告
（
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
会

計
を
含
む
）
な
ら
び
に
平
成
二
十

八
年
度
の
事
業
計
画
や
会
計
予
算

（
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
会
計
を
含

む
）
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
、
有
限
責
任
事
業

組
合
富
田
林
町
家
利
活
用
促
進
機

構
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
ま
ち
か
つ
）
の
佐
藤

康
平
代
表
に
よ
る
「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
ま
ち

か
つ
」
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
は
、
２
０
０
９
年
の
設

立
か
ら
２
０
１
６
年
２
月
ま
で
の

間
に
９
８
件
の
面
談
を
行
い
、
３
０

件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
た

こ
と
、
ま
ち
か
つ
仲
介
外
の
案
件
も

含
め
て
６
年
間
で
４
６
件
の
空
き

家
が
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
圧
倒
的
に
女
性
の
新
商

店
主
が
多
い
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
六
月
十
日
に
は
東
京
に

て
、「
第
５
回
ま
ち
づ
く
り
法
人 

国

土
交
通
大
臣
賞
」
の
表
彰
式
が
あ

り
、「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
ま
ち
か
つ
」
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
佐
藤
康
平

氏
が
代
表
し
て
受
賞
さ
れ
、
同
機
構

が
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
裏
付
ら
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
第
一
部
は
、
橋
川
会
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
の
多

田
市
長
、
川
谷
市
議
会
議
長
、

吉
村
府
議
会
議
員
に
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

鈴
木
府
議
会
議
員
か
ら
は
、
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ 
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平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
二

日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
か

ら
「
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
」
一

階
に
お
い
て
「
富
田
林
寺
内
町

を
ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会
」
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
多
田
市
長
を
は
じ

め
、
吉
村
府
議
会
議
員
、
川
谷

市
議
会
議
長
、
さ
ら
に
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
審
議
会
委
員
の

尾
崎
市
議
会
議
員
、
同
吉
年
市

議
会
議
員
、
芝
本
教
育
長
に
来

賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

な
お
、
当
日
の
参
加
者
数
は
、

六
五
名
（
委
任
状
一
五
四 

 

名
）
で
し
た
。 

  

 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

 

題字 / 中井 隆洋さん （西林町） 

 

 

 

＊瓦版は、3月・7月・11月の年 3回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」、「じないまち交流館」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

 今年は、理事の定例改選の年でした。下記の通り新しい理事が承認されました。 

【新理事】（◎印は連絡委員、○印はサブ連絡委員です。） 

・［一里山町］ ◎泉 時代   橋川光司   大塚健治   北 隆之 

・［ 富 山 町 ］ ◎嶋田 實   松井重夫  ○和田幸雄 

・［北会所町］ ◎栁本恵三   芝本重子   芝本 薫 

・［南会所町］ ◎澤武 修   中林成悟   田中新之助  箱田勝彦 

・［ 堺  町 ］ ◎田守邦彦  浅野良文  和田孝雄  橋本讃史  石田英一 

・［ 御 坊 町 ］ ◎尾谷正隆   橋本新三   森由紀子 

・［ 東 林 町 ］ ◎木口俊彦   中尾友保   田中 實   井上正勝 

・［ 西 林 町 ］ ◎中井隆洋   岡上理子   後藤千佳雄   

 

 また当日は、新理事によって新役員の選出も下記のとおりされました。 

【役 員】 

・（会  長）  橋川光司 

・（副 会 長） 中尾友保  嶋田 實 

・（事務局長）  木口俊彦 

・（事務局次長） 中井隆洋 《交流館館長》 

・（事務局次長） 栁本恵三  中林成悟  和田孝雄  尾谷正隆 

・（会  計）  田中新之助《交流館副館長》（まもり・そだてる会、交流館） 

・（監  事）  浅野良文  芝本重子 

 

 またその後、各部会委員は、下記のとおりに決まりました。 

【部 会】（◎印は部会長、○印は副部会長です。） 

・企画部会  橋川光司  中尾友保 ◎嶋田 實  木口俊彦 

 

・事業部会  北 隆之  松井重夫  芝本 薫  澤武 修 

箱田勝彦    田守邦彦  浅野良文  橋本新三                                 

◎中尾友保  田中 實  後藤千佳雄 

 

・研修部会  泉 時代  嶋田 實  芝本重子 ◎中林成悟 ○橋本讃史 

       石田英一  森由紀子  木口俊彦  岡上理子                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

・広報部会  大塚健治  和田幸雄  栁本恵三 ○田中新之助 

       和田孝雄  尾谷正隆  井上正勝 ◎中井隆洋 

新理事・役員・部会委員の紹介（順不同） 

 

  

 
 

 

七
月
十
六
日
～
三
十
一
日 

 
 

 

リ
ア
ル
ア
ー
ト 

 
 
 
 

水
彩
画
作
品
展 

 

八
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日 

 
 

 

ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会 

 

寺
内
町
燈
路
お
よ
び
ア
ー
ト 

キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
展 

 

九
月
一
日
～
三
十
日 

 
 

 

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
サ
フ
ラ
ン 

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展 

 

十
月
一
日
～
十
五
日 

 
 

 

こ
ご
せ
会
写
真
部 

 
 
 

写
真
展
示 

 

十
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 

 

南
河
内
退
職
教
職
員
の
会 

絵
画
・
写
真
展 

 

十
一
月
一
日
～
十
五
日 

 
 

 

榴
樹
の
会 

 
 
 
 
 
 

水
彩
画
展 

 

十
一
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 

 

松
田
全
弘 

 
 
 
 
 
 

写
真
展
示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

絵
手
紙
・
編
み
物
等 

今年の「寺内町燈路」は、 
８月２７日（土）に開催します！ 

 寺内町燈路も今年で１３年目を迎えます。今年は８月２

７日（土）に開催します。希望者には、８月２日（火）よ

り、じないまち交流館にて一基１２００円で行灯をお分け

します。詳しくは、じないまち交流館（TEL0721-26-0110）

へお問い合わせください。 

 

今年の「寺内町清掃」は、 
９月４日（日）に開催します！ 

詳細は別途お知らせいたします。 

今年の「寺内町月見の会」は、 
９月１５日（木）に開催します！ 

詳細は別途お知らせいたします。 

    

http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768


こんにちは!  笑顔であいさつ  歓迎を 

 

 

 

 

 

 

て
家
の
前
に
置
い
た
も
の
や
鉄
の

「
輪
」
を
表
の
柱
に
打
ち
付
け
た
も
の

が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

(

１
５) 

背
割
り
水
路 

 

町
屋
は
「
町
」(

東
西
方
向
の
通
り)

に
面
し
て
建
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
東

西
に
走
る
道
路
の
両
側
の
家
に
よ
っ

て
町
会
組
織
が
あ
り
ま
す
。
町
家
の
敷

地
と
敷
地
の
背
割
り(

境
界)

と
し
て

東
西
方
向
に
排
水
路
が
流
れ
て
い
ま

す
。
背
割
り
水
路
と
は
、
こ
の
両
町
家

の
背
側(

境
界)

を
割
っ
て
い
る
水
路

の
こ
と
で
、
今
で
も
そ
の
多
く
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

(

１
６
）
持
ち
送
り 

 

持
ち
送
り
と
言
う
の
は
、
壁
や
柱
か

ら
水
平
に
突
き
出
て
、
梁
・
床
・
棚
な

ど
を
支
え
る
三
角
形
状
の
補
強
材
の

事
で
す
。
漆
喰
塗
や
木
な
ど
で
出
来
て

い
て
、
装
飾
が
施
さ
れ
た
美
し
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。 

(

１
７)

板
の
れ
ん
と
揚
げ
見
世 

 

通
常
の
れ
ん
は
布
を
竹
か
ま
た
は

細
い
木
の
棒
に
通
し
て
店
先
に
か
け

る
も
の
で
す
が
、
比
較
的
薄
い
板
で
出

来
た
の
れ
ん
も
あ
り
ま
す
。
木
の
木
目

が
美
し
い
色
合
い
を
出
し
て
い
て
見

た
目
に
も
美
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
寺

内
町
は
商
家
が
多
く
あ
っ
た
の
で

色
々
な
種
類
の
の
れ
ん
が
あ
っ
た
様

で
す
。 

ま
た
、
揚
げ
見
世
と
は
店
先
に
置
か
れ

た
折
り
た
た
み
式
の
陳
列
台
の
事
で

す
。
こ
の
陳
列
台
を
道
路
側
に
倒
し
て

瀬
戸
物
の
茶
碗
な
ど
を
並
べ
て
商
売

を
し
て
お
ら
れ
た
様
で
す
。 

煙
返
し
な
ど
農
家
的
技
法
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
富
田
林
寺
内
町
の

中
で
も
最
も
古
い
遺
構
で
あ
り
、
規
模

も
大
き
く
、
全
国
的
に
見
て
も
極
め
て

重
要
な
建
物
で
あ
る
事
な
ど
か
ら
、
昭

和
５
８
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 

杉
山
家
は
、
明
治
時
代
に
与
謝
野
晶

子
ら
と
と
も
に
活
躍
し
た
明
星
派
の

歌
人
・
石
上
露
子
（
い
そ
の
か
み 

つ

ゆ
こ
、
本
名
・
杉
山
孝
（「
杉
山
タ
カ
」

の
表
記
も
あ
る
））
の
生
家
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
関
係
で
、
石
上
露
子
ゆ
か

り
の
書
簡
や
パ
ネ
ル
な
ど
も
杉
山
家

西
蔵
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
             
 
 
 
 

(

１
３)

用
心
堀 

 

本
奥
谷
家
の
横
に
岩
永
橋
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
下
は
水
路
に
な
っ
て
い
て

今
も
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
用

心
堀
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
怖
い
も

の
の
例
え
と
し
て
、「
地
震
・
雷
・
火

事
・
親
父
」
が
あ
り
ま
す
が
、
寺
内
町

で
は
わ
ら
葺
き
の
家
が
多
く
あ
っ
た

の
で
、
火
事
が
一
番
怖
か
っ
た
様
で

す
。
そ
の
為
、
火
事
の
時
に
は
こ
の
水

が
重
要
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
用
心
と
は

「
火
の
用
心
」
の
こ
と
で
防
火
設
備
だ

っ
た
の
で
す
。 

ま
た
東
高
野
街
道
の
道
標(

錦
家
の

角
に
あ
る)

に
は
「
く
わ
へ
き
せ
る
、

ひ
な
わ
火(

火
種
と
し
て
持
ち
歩
い
て

い
た
も
の)

無
用
」
と
標
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
町
の
中
で
火
の
用
心
を
呼

び
か
け
る
も
の
で
す
。
現
在
の
寺
内
町

で
は
主
要
な
公
共
施
設
の
地
中
に
は

「
防
火
貯
水
槽
」
が
あ
っ
て
昔
の
用
心

堀
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

広
報
部
会 

部

会

長 

副
部
会
長 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

中

井

隆

洋 

田
中
新
之
助 

大

塚

健

治 

和

田

幸

雄 

柳

本

恵

三 

和

田

孝

雄 

尾

谷

正

隆 

井

上

正

勝 

(

順
不
同) 

富田林寺内町 来訪者 歓迎キャンペーン 
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前
々
号(

瓦
版
６
２
号)

の
見
て
あ

る
記(

三)

の
続
き
で
す
。
今
回
が
最
終

回
で
す
。 

【
２
】
富
田
林
寺
内
町
で
の
散
策 

 (
１
１)

仲
村
家
の
四
層
屋
根 

 

秋
の
日
差
し
を
受
け
て
、
柿
の
実
が

た
わ
わ
に
実
っ
て
美
し
い
向
こ
う
側

に
、
仲
村
家
の
四
層
屋
根
の
屋
敷
が
あ

り
ま
す
。
仲
村
家
は
屋
号
を
「
佐
渡
屋
」

と
い
い
酒
造
業
を
営
ん
で
こ
ら
れ

代
々
の
主
は
徳
兵
衛
と
名
乗
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
１
７
１
５
年
に
酒
造
株
を

取
得
し
、
造
り
酒
屋
と
し
て
著
し
い
発

展
を
と
げ
江
戸
時
代
後
期
に
は
河
内

一
の
酒
造
石
高
を
誇
り
、
江
戸
市
場
を

対
象
と
し
た
酒
造
業
組
合
の
理
事
長

に
当
た
る
「
河
内
一
国
江
戸
積
大
行

司
」
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

主
屋
の
建
築
年
代
は
１
７
８
２
年

～
１
７
８
３
年
頃
で
、
主
屋
の
西
側
に

店
部
分
、
南
に
続
く
３
室
の
別
座
敷
も

同
時
期
の
も
の
で
す
。
こ
の
主
屋
及
び

３
室
の
座
敷
の
屋
根
が
美
し
い
四
層

の
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
気
口
に

は
当
家
の
家
紋
で
あ
る
「
三
階
菱
」
と

「
蔓
柏
」(

ツ
ル
ガ
シ
ワ)

が
あ
り
ま

す
。   

 

ま
た
、
こ
の
座
敷
に
は
文
人
墨
客
が

多
く
訪
れ
、
吉
田
松
陰
も
そ
の
内
の
一

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

            (

１
２)

旧
杉
山
家
住
宅 

 

杉
山
家
は
、
寺
内
町
創
設
時
以
来
、

富
田
林
８
人
衆
の
一
人
と
し
て
町
の

運
営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
旧
家
で
、

代
々
の
主
は
長
左
衛
門
と
名
乗
ら
れ

ま
し
た
。 

 

１
６
８
５
年
に
酒
造
株
を
取
得
し

造
り
酒
屋
と
し
て
大
成
功
さ
れ
ま
し

た
。
杉
山
家
の
屋
敷
地
は
町
割
り
の
一

角
を
占
め
る
広
大
な
も
の
で
、
そ
の
中

に
主
屋
、
酒
蔵
、
釜
倉
、
土
蔵
な
ど
十

数
棟
が
軒
を
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
農
家
型
の
間
取
り
構
成
で
、 

  

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

  

 

我
が
町
、
寺
内
町
、
見
て
あ
る
記
（
四
） 

 
  

― 

寺
内
町
の
良
さ
再
認
識 仲村家住宅の母屋の屋根 

(写真提供：奥谷直也様) 

＊瓦版は、3月・7月・11月の年 3回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」、「じないまち交流館」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

旧杉山家住宅 

(写真提供：奥谷直也様) 

 

 

 

富
栄
戎
神
社
の
歴
史 

私
が
幼
少
の
頃
、
親
に
「
え

べ
っ
さ
ん
」
に
連
れ
て
行
っ
た

る
と
言
っ
て
、
よ
く
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

の
「
え
べ
っ
さ
ん
」
は
、
い
ろ

ん
な
出
店
が
た
く
さ
ん
出
て
い

て
賑
や
か
で
、
お
み
く
じ
な
ど
、

景
品
が
当
た
っ
て
喜
ん
で
い
た

よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
、「
え
べ
っ
さ
ん
」
の
本
体

が
風
化
等
に
よ
り
傷
ん
で
い
る

こ
と
や
出
店
も
く
じ
引
き
も
し

て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、「
え
べ
っ
さ
ん
」
の
こ

と
を
知
り
た
い
な
と
思
っ
て
い

た
時
に
、「
富
戎
神
社
」
の
関
連

の
話
に
関
わ
る
き
っ
か
け
で
、

「
え
べ
っ
さ
ん
」
こ
と
「
富
戎

神
社
」
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん

も
ご
存
知
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
少
し
、
触
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、

本
市
の
文
化
財
課
が
掲
載
し
た

も
の
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。 

 

富
栄
戎
が
行
わ
れ
た
の
が
、

寺
内
町
の
酒
造
業
者
に
よ
っ

て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
年

頃
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
て
い
た

同
業
者
組
合
が
あ
り
、
そ
の
組

合
が
「
恵
比
須
講
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
府
東
南
部
の
河

内
地
方
の
酒
造
業
の
中
心
的
な

組
織
「
恵
比
須
講
」
が
祀
っ
て

い
た
の
が
「
富
戎
神
社
」
で
、

富
栄
戎
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。 

神
社
が
建
て
ら
れ
た
位
置
が
、

寺
内
町
の
中
心
を
東
西
に
走
る

堺
町
（
堺
筋
）
の
東
端
に
あ
り

ま
し
た
。
堺
町
に
は
、
江
戸
時

代
に
「
石
津
屋
」
と
い
う
屋
号

の
旅
籠
が
あ
り
、「
恵
比
須
講
」

の
会
合
の
際
は
、
こ
こ
に
集
ま

っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
「
石

津
」
と
い
う
名
前
は
、
堺
市
石

津
町
と
い
う
地
名
と
結
び
つ
い

て
お
り
、
日
本
最
古
の
戎
宮
と

い
わ
れ
る
「
石
津
太
神
社
」
か

ら
「
え
び
す
信
仰
」
を
広
め
る

た
め
、
寺
内
町
に
伝
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
堺
町
（
堺
筋
）
」

は
、
道
が
堺
に
通
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
つ
け
ら
れ
、
神
社
が
こ

こ
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
か
か

わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
明
治
時
代
に
な
る

と
、
堺
町
に
新
道
が
つ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
堺
町
の
東
端
に
あ

っ
た
神
社
が
、
同
じ
寺
内
町
に
あ

る
山
中
田
坂
の
頂
上
付
近
に
移
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
御
神
体
は
、
富
田
林

市
宮
町
に
あ
り
、
地
域
の
氏
神
で

あ
る
美
具
久
留
御
魂
神
社
に
あ
ず

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
美
具
久
留
御
魂
神
社

に
あ
ず
け
て
い
た
御
神
体
は
、
戦

後
「
富
栄
戎
講
」
が
誕
生
し
、
御

神
体
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に
祭
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
物

資
が
出
回
り
だ
す
と
、
福
引
の
三

角
く
じ
を
求
め
て
、
通
り
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
な
ど
の
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。 

 

商
売
繁
盛
・
家
内
安
全
の
た
め

に
祀
っ
て
き
た
「
商
売
の
神
様
」

は
、
大
火
な
ど
か
ら
、「
家
」「
町
」

を
守
り
、
商
売
を
盛
ん
に
し
、「
商

売
の
神
様
」
を
大
事
に
す
る
と
い

う
精
神
が
、
伝
統
的
な
「
家
」「
町
」

を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
精
神
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

現
在
で
は
、
商
売
を
す
る
店
舗

も
少
な
く
な
り
、
多
く
の
方
が
住

宅
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
商
売
の
神
様
が
残
し

て
く
れ
た
「
精
神
」
は
、
商
売
と

は
別
に
後
世
に
伝
え
て
行
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
「
富
栄
戎
神
社
」
は
、
寺

内
町
の
宝
で
あ
り
、
富
田
林
市
の

宝
で
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 今

後
も
、
何
か
携
わ
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
関
わ
れ
た
ら
と
思
っ
て

お
り
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
も

知
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
理
解
を
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 

 （
北
会
所
町 

栁
本
恵
三
） 

終
わ
り
に 

今
回
の
見
て
あ
る
記
の
制
作
を

通
じ
て
、
一
番
良
か
っ
た
の
は
、
寺

内
町
と
門
前
町
の
違
い
が
正
し
く

理
解
出
来
た
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
、
富
田
林
寺
内
町
は
興

正
寺
別
院
の
門
前
町
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
事

が
明
確
に
理
解
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
用
心
堀
、
背
割
り
水
路
、

仲
村
家
の
四
層
屋
根
な
ど
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
こ
の
町
の
良
さ 

を
再
確
認
出
来
た
こ
と
も
非
常
に

収
穫
に
な
り
ま
し
た
。 

今
か
ら
２
３
年
前
に
古
く
な
っ

た
我
が
家
を
解
体
し
ま
し
た
。
そ
の

時
に
多
数
の
古
文
書
が
出
て
き
た

の
で
、
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の

古
文
書
に
よ
っ
て
富
田
林
市
史
が

改
訂
さ
れ
そ
の
お
礼
か
と
思
い
ま

す
が
、
富
田
林
市
史
の
第
二
巻
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
資
料
の
中
に
「
富

田
林
の
始
ま
り
」
と
い
う
項
目
が
あ

っ
て
、
こ
こ
に
富
田
林
寺
内
町
の
誕

生
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

文
章
が
難
解
な
の
で
文
庫
本
を

読
む
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

時
々
目
を
通
し
て
み
た
い
と
思 

っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
の
お

話
で
色
々
再
発
見
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
南
会
所
町 

田
中
新
之
助
） 

まもり・そだてる会活動報告 
  

月 日 会議名 内　　　　　容

4 7 役員会 ・各部会報告　・雛めぐりの総括について　・会計報告

・総会について（議案書、新理事承認案、企画部会設置）

21 理事会 ・各部会報告　・雛めぐりの報告について　・会計報告

・総会について（議案書、新理事承認案、企画部会設置）

5 16 役員会 ・各部会報告

・総会について（総会次第案見直し・新役員案見直し等）

22 総会 ※総会議案書のとおり

理事会 ・年会費徴収について　・各部会の招集と部会長選出

6 17 役員会 ・各部会報告　・新役員の役割について

・燈路まつりでの出店について　・伝建審委員について

21 広報部会 ・正副部会長の選出　・2017きり絵カレンダー図柄

・瓦版６４号確認　・瓦版６５号原稿について

23 研修部会 ・正副部会長の選出

・会員見学会＆理事研修会について

7 3 事業部会 ・部会長の選出

・寺内町燈路（行灯の確認・備品等の必要数と発注数の確認）

8 役員会 ・各部会報告

・寺内町燈路（スタッフ選出、協力団体への参加要請）

24 事業部会 ・寺内町燈路の開催について（お知らせ）

・半紙等の配布希望調査について
 

(

１
４)

駒
つ
な
ぎ 

 

テ
レ
ビ
や
映
画
の
時
代
劇
の
シ
ー

ン
に
馬
や
牛
に
米
俵
な
ど
の
沢
山
の

荷
物
を
積
ん
で
運
ん
で
い
る
の
が
あ

り
ま
す
。
寺
内
町
で
も
商
家
が
多
く
牛

馬
で
運
ば
れ
て
く
る
荷
物
が
多
数
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
荷
物
を
積
み

お
ろ
し
す
る
時
や
積
み
お
ろ
し
た
後

で
人
夫
が
休
憩
す
る
時
牛
馬
を
つ
な

ぎ
止
め
る
工
夫
と
し
て
、
駒
つ
な
ぎ
が

有
り
ま
し
た
。
大
き
な
石
に
穴
を
あ
け 
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